
 

 「長谷川、谷口、渡邊氏に引用栄誉賞 ノーベル賞有力候補に」 

     

国際学術情報サービス会社「クラリベイト」は 9 月 21 日、ノーベル賞

級の研究成果を挙げた 20 人を今年の「引用栄誉賞」受賞者として公表し

た。医学・生理学分野で長谷川成人氏、物理学分野で谷口尚氏、渡邊賢司

氏の日本人研究者 3 人が含まれている。日本以外では米国から 14 人、英

国から 2 人、ドイツから１人が選ばれた。2002 年から始まった同賞の受賞者

の中から 64人がその年ないし数年後にノーベル賞を受賞しており、このうちの

4 人は日本の研究者。今年のノーベル賞は 10 月 3 日の医学・生理学賞を最初に

順次、発表される。 

 

長谷川成人東京都医学総合研究所脳・神経科学研究分野長は、難病として知

られる筋萎縮性側索硬化症と前頭側頭葉変性症の進行に関わるタンパク質

「TDP43」の構造を解明し、これら２つの疾患だけでなく、アルツハイマー病や

認知症、パーキンソン病など他の神経変性疾患の研究を進展させた実績が高く

評価された。クラリベイトは、2006 年に発表された長谷川氏の論文の被引用数

が突出して多かっただけでなく、その後も年々増え続けているグラフを示し、

長谷川氏の業績を称えた。 

 

長谷川氏は、オンラインで開かれた記者会見で自身の研究を詳しく紹介

した後、「神経性疾患の治療法開発に尽力したい」と今後の目標を語った。 



 

研究実績や今後の研究開発目標について語る長谷川成人氏（クラリベイ

ト社記者会見配信動画から） 

 

谷口尚 物質・材料研究機構フェロー・国際ナノアーキテクトニクス研究拠点

長と、渡邊賢司 同機構機能性材料研究拠点電気・電子機能分野 電子セラミッ

クスグループ主席研究員は、六方晶窒化ホウ素結晶の高純度化技術の開発と、

二次元材料の電子的挙動に関する研究に革命をもたらした実績が評価された。

六方晶窒化ホウ素はダイヤモンドに次ぐ硬さをもち、セラミックの中でも最高

の熱衝撃抵抗を示すなど重要な材料となっている。両氏の論文は 2010 年以降、

急速に被引用数が伸びただけでなく、国際共著論文も年々増え続けるなど、両

氏の研究が二次元材料分野の研究発展に大きく寄与したことを「クラリベイト」

は、高く評価している。 

 

アジア・太平洋地域で日本突出 

クラリベイトの「引用栄誉賞」は、2002 年からノーベル賞受賞者が決まる直

前に発表されている。同社が持つ学術データベース「Web of Science」を基に、

医学・生理学、物理学、化学、経済学の４分野で他の論文に引用される回数（被

引用数）が特に多く、実際に関連研究分野の研究進展に大きなインパクトを与

えている研究者を、近い将来、ノーベル賞を受賞する可能性が高い研究者とし



て選出している。 

 

物質・材料研究機構の研究施設からこれまでの研究実績などについて語る谷

口尚氏(右)、渡邊賢司氏（クラリベイト社記者会見配信動画から） 

 

これまでの受賞者は米国が突出して多く、次いで欧州諸国が続く。アジア・

太平洋地域の受賞者は、日本が 34人と群れを抜いて多く、日本以外ではオース

トラリア、韓国、シンガポール、香港の大学などを研究拠点とする研究者がそ

れぞれ 2，3人しか選ばれていない。今年の受賞者をみても、アジア・太平洋地

域でノーベル賞級の研究実績を挙げているとみなされる研究者は、ほぼ日本に

集中している状況に変化はみられない。 

 

 大学ランキングなどと異なる評価 

研究力を評価する指標としては、被引用数の多い論文の数が注目度の高い論

文の数を示す数字として重視されている。近年、日本人研究者の高被引用論文

数が、世界各国と比較して見劣りする現状に日本国内で危機感が高まっている。

研究力の低下を裏付けるとみなされるためだ。文部科学省科学技術・学術政策

研究所が 8月に公表した報告書「科学技術指標 2022」でも、被引用数が上位 10％

に入る論文数で日本は世界で 10 位から 12 位に、上位 1％の論文数は 9 位から

10位と順位を下げたことが明らかにされた。 

 

一方、同報告書では被引用数が上位 1％の論文数で中国が初めて米国を上回り、

世界第 1 位となったことも明らかにされている。被引用論文数上位 10％では、

既に昨年、中国は昨米国を抜いて１位になっているので、日本とは対照的に中



国の躍進ぶりがさらに目立つ結果となっている。 

 

英教育誌「タイムズ・ハイヤー・エデュケーション」が毎年、公表している

「世界大学ランキング」でも、数年前から中国の評価が急激に高まっているの

は明らか。それどころかオーストラリアや韓国よりも日本の大学の順位が見劣

るのが目立つ。昨年 9 月に公表された直近のランキングをみると、中国の大学

は、20 位以内に初めて 2 大学（北京大学、清華大学）が入ったのをはじめ、上

位 200位以内に前年より 3増えた 15大学（香港の 5大学を含む）が名を連ねる。

米国、英国、ドイツに次ぐ多さだ。 

 

これに対し、日本の大学で上位 200 位以内に入ったのは東京大学と京都大学

のみ。オーストラリアの 12大学、韓国の 6大学・研究機関よりも見劣るのは明

らかな結果となっている。このランキングも、クラリベイトの「引用栄誉賞」

と同様、被引用率の多い論文数を重要な評価指標にしている。中国の大学の評

価がさらに高まった理由として、他の研究者から数多く引用された新型コロナ

ウイルス関連の論文が多かったことを「タイムズ・ハイヤー・エデュケーショ

ン」は挙げていた。 

 

重要論文評価法に特徴 

ところが、「引用栄誉賞」の受賞者の中で、中国の大学や研究機関を拠点にす

る研究者は、今回もゼロ。これまでを見ても 2014 年と 2016 年に、香港科技大

学と香港中文大学の教授 1 人がそれぞれ化学分野で受賞しているだけだ。被引

用数からみた注目度が高い論文数は急激に増えているものの、ノーベル賞を受

賞しそうな研究論文となると、日本の方がはるかに多い。これは中国だけでな

く、オーストラリアや韓国にも共通にみられる現象だ。 

 

「引用栄誉賞」の受賞実績が、論文被引用数の多さを同様に重視している他

の結果と、このような大きな違いが出るのはなぜか。 

 

「引用栄誉賞」が選定の基にしているのは同社が持つ学術データベース

「Web of Science」。クラリベイトによると、1970年以降「Web of Science」に

掲載された約 5,500 万件の論文や会議録などのうち、2,000 回以上、他の研究

者に引用されているのはわずか約 7,600件（0.0137％）にすぎない。「引用栄誉

賞」の選定に当たっては、過去 30年以上にわたる論文のうちこれら 2,000 回以

上引用されている重要論文の発表者をまず選び出す。ただし、こうした定量的

な評価手法だけを重視しているだけでないのが、特徴だ。その重要論文の研究



成果の主発見者（研究の貢献度が高い）であるか、ほかの有力賞の受賞歴はあ

るか、さらには今後ノーベル賞の対象になりそうな注目領域であるか、といっ

た「定性的評価」も加味して受賞に値する研究者を選んでいるところが、他

の評価法と大きく異なる。 

 

まず医学・生理学、物理学、化学、経済学の分野でそれぞれに注目領域三つ

を絞り込み、各領域でそれぞれ最も貢献度が高いとみなされた 1～3 人が毎年、

受賞者となる。2002 年以来、これまで「引用栄誉賞」に選ばれたのは 396 人。

大半は米国の大学や研究機関を拠点にする研究者だ。日本人の「引用栄誉賞」

受賞者は、今年の 3 氏を含め 34人とアジア・太平洋地域では突出して多い。「引

用栄誉賞」受賞者のうち、その年ないしその後にノーベル賞を受賞した研究者

は世界で 64人に上る。このうち日本からは山中伸弥氏(2012 年医学・生理学

賞)、中村修二氏（2014 年物理学賞、現在、米国籍）、大隅良典氏(2015 年

医学・生理学賞)、本庶佑氏（2018 年医学・生理学）の 4 人が「引用栄誉

賞」を受章したのちにノーベル賞を受賞している。 

 

ノーベル財団によると、今年のノーベル賞受賞者発表は、10 月 3 日の医学・

生理学賞を最初に、翌 4 日に物理学賞、5 日に化学賞、10 日に経済学賞となっ

ている。文学賞は 6日、平和賞は 7日。 



 



 



 

（クラリベイト記者会見提供資料から） 

 

 

日文 小岩井忠道（科学記者） 
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和美国德州大学 James P. Allison 教授 

2017年 06月 29 日 诺贝尔奖与日本人（2）:获奖时间大为缩短  
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